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１．学習のねらい

動植物の活動が顕著に見られない冬の季節には、校庭など、野外に出て自然を観察する機会は

ほとんどありません。また、観察の対象を探すことも容易ではありません。落葉樹は、葉を落と

し、冬を耐え春を待つとき、大切な芽を守るために、その木独特の形の冬芽を作ります。さらに、

葉が落ちた後には、興味深い形の葉痕が残ります。それらを観察することによって、１年間を通

した樹木の生命の連続や、四季おりおりの樹木の形態について学ぶことができます。

２．実施について

（１）実施時期：落葉樹が葉を落とした季節

（２）実施場所：学校敷地内または近くの公園などの野外

（３）指導時数：２時間程度

（４）指導対象：全学年

３．準備するもの

（１）資料１～４を印刷して配布します。

（２）剪定ばさみ（または丈夫なはさみ）、ルーペ

４．学習の進め方

（１）例えば、資料にあるカラスザンショウの葉痕などを拡大し、提示します。

「何に見えますか。」と興味関心を持たせます。

（２）冬芽を説明します。

冬芽には、鱗のような堅い皮で包まれたものや、深い毛で覆われたものなどがあります。

また、枝の先に付いている芽は頂芽、葉痕の上に着いているものは側芽と呼ばれます。

さらに、芽が傷ついたときのために、その下にいくつか並んだ予備の芽、副芽をもつも

のもあります。葉になる葉芽と花になる花芽があります。これらを切って見ましょう。

（３）葉痕を説明します。

葉痕は枝の側面についていて、その木独特の形をしています。複葉（ふくよう）といっ

て、一枚の葉が大きく何枚もの葉に分かれている木には、大きな葉痕があります。また、

維管束痕が人や動物の顔のような配列になっているものがあって、小さな子どもでも興味

深く観察できます。

（４）実際に観察します。

どこの学校にでもありそうな、モクレンなどで「こんなのを冬芽といいます。」と説明

し、サンゴジュなどで「こんなのを葉痕といいます。何に見えますか？」と実物を見せま

す。

そのあと、自由に探させて観察し、スケッチします。

野外では、クズやハリエンジュ（ニセアカシア）、オニグルミ、カラスザンショウなど

の葉痕が最も子どもの興味をひくでしょう。

《特徴的
　とくちょうてき　

な冬芽
ふゆめ

》資料１分類　自然体験（生き物・みどり）
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《何かの顔
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》Ⅰ資料２ 《何かの顔
かお

に見える葉痕
ようこん

》Ⅱ資料３
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《特徴的
　とくちょうてき　

な葉痕
ようこん

》資料４

１．学習のねらい

私たち人間は古来より自然に生かされてきましたが、便利で快適な生活を追求するあまり、身

の回りの自然環境に対し、その有難さを忘れがちです。人と自然との共生を目指し、環境保全活

動を推進していくためには、幼い頃から自然への慈しみや感謝の気持ちを育んでおかなければな

りません。そこで、子どもの頃の感性により、純粋でやさしい心で自然の営みを詠んだ詩を鑑賞

したり、自然に関わる詩を書いたりすることにより、自然の恵みを感じ取り、環境を多面的・多

角的に見つめる感性を養います。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　　　　　（２）実施場所：普通教室

（３）指導時数：１時間（国語の発展学習） （４）指導対象：中学年以上が望ましい。

３．準備するもの

（１）資料（金子みすゞさんの作品４点）

（２）原稿用紙（鑑賞後の感想文や「生き物・みどり」をテーマとした詩を書くため。）

４．学習の進め方

（１）資料の金子みすゞさんの作品①～④を板書し、読み聞かせます。

（２）クラスを４グループに分け、それぞれ１つを選択して自分たちで鑑賞します。

（３）各自、みすゞさんが思う気持ちと、自分の感じたことを作文にします。

（４）グループ内で発表し合い、それぞれ共通する事柄をまとめ、クラス全体で発表します。

（５）環境をみつめる視点・感性として、優れた感想があれば、評価してやるとともに全体で共

有します。生命の循環、自然の営み、食物連鎖や生物多様性、自然の恵みや自然界におけ

る生き物・みどりの相互作用、そして小さな生き物も地球環境につながっていることなど、

子どもなりの感覚で感じ取ってもらいます。

５．指導上の工夫・留意点

（１）金子みすゞさんは明治36（1903）年山口県に生まれ、大正から昭和初期に優れた作品を発

表、若き童謡詩人の巨星と称されながら26歳で亡くなっています。本プログラムで採り上

げる彼女の詩は、金子みすゞ著作保存会の了承を得て掲載しています。転載される場合は、

必ず「金子みすゞ著作保存会」（連絡先は70頁）の許可を得てください。

（２）彼女の作品『わたしと小鳥とすずと』は、国語の教科書で採り上げられています。子ども

たちには、必ず作られた頃の時代背景を説明してあげてください。作品には、環境教育に

大切な視点が隠されています。じっくり味わい、環境を見つめる力を養います。

（３）そのほか、国語の教科書にも採り上げられている工藤直子さんの『のはらうた』の作品を

いくつか鑑賞し、「生き物・みどり」をテーマとして野原の虫や花、雲や川になったつも

りで自然のすばらしさを詩に表現するのもよいでしょう。トピックを参照してください。

分類　自然体験（生き物・みどり）

題名 リズム感ある童謡を味わい、自然の恵みに感謝しよう




